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巻頭言
特集にあたって
千葉大学法経学部教授　
倉阪　秀史
　この特集は、2010年 12月 18日に、千葉大学人文社会科学研究科マルチメ
ディア会議室において開催された「環境制約・人口減少下のコミュニティ形
成」プログラムのシンポジウムの模様を収録したものである。このプログラム
は 2009年度の千葉大学スタートアップ COEプログラムに選定されたもので、
今回のシンポジウムでは最終とりまとめに向けて個々の研究者の研究成果を報
告し、議論するためのものであった。このシンポジウムは公開で行われ、会場
を交えて活発な議論が行われた。
　日本は 2005年をピークとして先進諸国の中でもいち早く人口減少傾向と
なった。人口が減少し、高齢社会となっていく中で、各地域において、活力の
ある街区を維持し、里山などの自然資本の手入れを継続し、地域コミュニティ
の機能をいかに確保していくのかが、喫緊の課題となっている。一方、環境制
約が顕在化し、地球温暖化防止、生物多様性の保全といった観点から、地域の
自然資本の維持管理の必要性が高まっている。このプロジェクトは、このよう
な課題に直面する現在の経済社会は成長を前提としない持続可能なシステムに
切り替えていくための具体的な作業を緊急に必要としているという問題意識を
持ち、とくにローカルな視点から具体的な方向性を探ることに特徴がある。
　このプロジェクトは、文理融合（工学部都市環境システム学科＋法経学部総
合政策学科）型で進められた。昨年 12月には、研究の方向性を考えるための
立ち上げシンポジウムを開催し、その状況は、『公共研究』第 6巻第 1号に掲
載されている。その後、毎月の全体会議に加えて、対話研究会の開催を行い、
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2010年 8月には、館山市で合宿を行い、館山市からヒアリングを行った。
　同時に、このプロジェクトに参画するそれぞれの研究者は、本プロジェクト
に関連する個別研究を進めてきた。
　倉阪（自然資本への支払い制度の検討）は、市区町村ごとの再生可能エネ
ルギーの供給量を把握する研究（「エネルギー永続地帯」研究）を NPO法人
環境エネルギー政策研究所の協力を得て 2005年から継続しているほか、2009
年度には千葉市との共同研究において「千葉市における再生可能エネルギーの
供給可能性について」の試算を実施した。また、毎年 11月に、関係 NPOを
はじめとする有志を集めて法案作成講座を実施しており、2010年は、コモン
ズ再生／生態系オフセットバンキング法案を作成した。
　広井（コミュニティのあり方についての検討）は、著書『コミュニティを問
いなおす』(2009年、筑摩書房 )が、大佛次郎論壇賞を受賞するなど、わが国
におけるコミュニティ論の中心的論者として活躍してきた。また、全国の自治
体（市町村の半分＋都道府県）に対するアンケート調査を繰り返し実施し、コ
ミュニティ論の裏付けとする作業を行っている。2007年には、地域コミュニ
ティ政策に関するアンケート調査を実施し、コミュニティの中心として考えら
れているものを把握し、2008年には、土地・住宅政策に関するアンケート調
査を実施して、土地・住宅政策と地域コミュニティ再生に関する論点を整理し
た。さらに、2010年度には、「多極集中」・「コミュニティ醸成型地域づくり」・
「内部循環経済」についてのアンケート調査を実施している。
　大石（社会関係資本の計測方法の検討）は、2009年 12月～ 2010年 1月に
かけて「くらしと社会に関する意識調査」を実施した。この調査は、全国のブ
ロックごと、人口規模ごとに、20歳以上の 1000人をサンプリングして調査
するもので、他者への信頼度、社会的つながり、社会的活動への参加などの質
問項目から「社会関係資本」の多寡を把握しようとするものである。アジア各
国と比較できるよう、ある程度国際的に統一された調査票を作成されており、
2010年 3月に千葉大で開催された Asian Social Quality Indicatorsのワーク
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ショップで調査結果を報告している。
　岡部（人口減少下の都市計画の検討／シナリオの見える化の検討）は、縮小
をプラスのイメージとして捉え、過去から持続可能だった空間イメージを守り
つつ地域の人によって都市を経営する「縮小都市論」を構想してきている。ま
た、地球研でのメガシティ研究（シナリオ手法による集中分散を検討、伝統的
な地域形成をよりどころにした集中と分散のシナリオ検討）において、シナリ
オの「見える化」作業を担当している。さらに、南房総地域の中核的な都市で
ある館山市内の古民家に研究拠点を持ち、既存の建物を使ってコミュニティ形
成の核として考えるというフィールドワークを実施している。
　宮脇（住民参加による都市の成長管理計画の策定方法についての検討）は、
戦略的環境アセスメントの英国での運用状況の調査、景観アセスメント／景観
保護制度に関するイタリアの実践状況の調査などを重ねてきた。海外における
計画段階での市民参加制度、景観アセスメント制度に関する知見を踏まえて、
行政計画の評価の試みを進めている。
　今回特集するシンポジウムは、上記のような個々の研究成果を最終報告書に
向けてとりまとめる方向性を検討するためのものであった。最終報告書につい
ては、『人口減少・環境制約下でのコミュニティ形成―南房総をイメージエリ
アとして―』というブックレットの形で公刊する予定である。引き続きご注目
をいただければ幸いである。
